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１                              問題のページへ 
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条件より, zは実数なので, zz = ………② 
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よって, 点 wは原点を中心とする半径 1の円を描く。ただし, 点 1は除く。 
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ここで, )()()( zzizzizzi -=--=- より, )( zzi - は実数となる。 

よって, 
1
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w
w は実数であり, この値を k とおくと 12 kww = となることから, 3 点

P, Q, Oは同一直線上にある。 

 

［解 説］ 
点 z が実軸上を動く条件を iziz -=+ として数式化することもできますが, (2)

との関連を考え, zz = を利用しました。 
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２                              問題のページへ 

(1) まず, 直線 BC と 3 点 A, X, H を通る円との交点を

D とすると, 
2

AHD p=Ð より, AD は円の直径となり, 

r2AD = である。 

また, 2
4

sin2
4

sinABAH === pp なので,  
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(2) 円の直径が ADより, 
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次に, 
2

AYD p=Ð より, qa≦ のとき,  

)sinsincoscos(2)cos(ADAY aqaqaq +=-= r  

また, qa＞ のときは, )cos(ADAY qa -= となるが, )cos()cos( aqqa -=- よ

り, qa≦ のときと一致する。 

ここで, (1)より, 
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(3) AYAX + が Xの位置によらず一定である条件は, (＊)が rの値によらず一定であ

ることに等しいので,  

01sin2 =-a , 
2

1sin =a  

2
0 pa＜＜ より, 

4
pa = である。 

 

［解 説］ 

位置関係は少々複雑ですが, アバウトに考えても差し支えないように問題が構成さ

れています。 
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３                              問題のページへ 

(1) x≧0のとき, 
183

)(
2

4
1

+-
=

xx
ex

x

f  

xx
e

xx

xx
e

xx

xxx
x 4

1

22
4
1

22

2

)183(4

)6)(5(

)183(4

)128()183(
)( ×

+-

--
=×

+-

--+-
=¢f  

x≦0のとき, 
183

)(
2

4
1

+-
=

-

xx
ex

x

f  

xx
e

xx

xx
e

xx

xxx
x 4

1

22
4
1

22

2

)183(4

)3)(2(

)183(4

)128()183(
)(

--
×

+-

++-
=×

+-

--+--
=¢f  

これより , )( xf

の増減をまとめると, 

右表のようになる。 

すると, 極小値は

3つ存在し, 
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(2) まず, 
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次に, e＞2.7 より, 433 2683.19)7.2( ＞＞ =e となり, 24
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以上より, 最小値は
18
1)0( =f である。 

 

［解 説］ 

ミスが致命傷になる微分の計算問題です。 

x … 3-  … 2-  … 0 … 5 … 6 … 

)( xf ¢  － 0 ＋ 0 － × ＋ 0 － 0 ＋ 

)( xf             
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４                              問題のページへ 

(1) 0)()0( == pff を用いると,  
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また, 0)()0( == pff で, 2)( =¢¢ xf より, (1)の結果を用いると,  
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これより, 
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-=a のとき, )( aF は最小となる。 

 

［解 説］ 

ミスが致命傷になる積分の計算問題です。 
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５                              問題のページへ 

(1) qnp 2-= より, qが整数ならば pは整数となる。 

すると, p＞0, q＞0 を満たす格子点 ),( qp の個数

を na とすると,  
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とすると,  
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［解 説］ 
格子点の個数を数えるのに場合分けが必要なケースです。しかし, 2 直線 kq = , 

nqp =+ 2 の交点がつねに格子点となるので, さほど複雑ではありません。 
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